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告
知
板

　
大
阪
労
連

の
総
力
を
挙

げ
て
た
た
か

っ
た
ダ
ブ
ル

選
挙
。
と
て

も
残
念
な
結

果
と
な
り
ま

し
た
。
け
れ

ど
、
た
た
か

い
は
こ
れ
か

ら
で
す
。「
戦
争
法
」
廃
止

・
安
倍
政
権
打
倒
、
維
新
政

治
打
破
の
た
た
か
い
を
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
な
く
て
は
！
▼

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
も

問
題
で
す
。
我
が
家
に
も
通

知
カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
。

納
税
や
社
会
保
険
、
災
害
対

策
な
ど
「
利
便
性
の
向
上
」

の
為
と
、
利
点
が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
情
報

流
出
の
危
険
性
を
残
し
た
ま

ま
の
施
行
。
通
知
カ
ー
ド
を

配
達
す
る
郵
便
局
は
大
混

乱
。
新
た
に
預
貯
金
口
座
や

特
定
健
診
に
も
利
用
を
拡
大

す
る
な
ど
、
疑
問
だ
ら
け
で

す
。
な
ぜ
政
府
は
、
急
い
で

個
人
情
報
を
集
め
た
が
る
の

か
？
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。

天満でとどけ
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研修・学習会などにご利用ください

安
倍
政
権
打
倒
・
橋
下
維
新
政
治
打
破
へ
、

さ
ら
に
運
動
を
強
め
よ
う
！

憲法と民主主義を守る
壮大なたたかいを

大阪労連青年部Xmasパーティー
　12月19日（土）14：30～、天王寺・バリタワー

大阪春闘共闘委員会・新春宣伝
　2016年１月４日（月）８：15～、天王寺駅東口

大阪労連第43回評議員会
　2016年１月16日（土）13：00～、国労会館大会議室

　
「
戦
争
法
」廃
止
・
安
倍
政
権
打
倒
へ

　
憲
法
と
民
主
主
義
を

　
守
る
た
め
全
力
を
あ
げ
よ
う

　
橋
下
維
新
政
治
ノ
ー
の

　
た
た
か
い
を
発
展
さ
せ
よ
う

　
大
阪
労
連
は
、
橋
下
維
新

政
治
に
よ
る
権
利
侵
害
や
人

権
侵
害
を
は
じ
め
と
し
た
民

主
主
義
破
壊
の
暴
挙
に
対
決

し
、
憲
法
と
民
主
主
義
を
守

る
立
場
か
ら
一
貫
し
て
た
た

か
っ
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
11
月
22
日
の
ダ
ブ
ル
選

　集会冒頭、川辺和宏代表委員（大阪労連議
長）が、労働組合の力強さを発揮して2016年
春闘をたたかおう！と挨拶。菅義人大阪春闘
共闘事務局長（大阪労連事務局長）は、重点
課題を強調し、2016年春闘方針素案を提案し
ました。
　また、“ビクトリーマップ”の分析や、「公契
約条例」制定運動について報告、自治体非正
規アンケート調査の中間報告を行いました。

　井上久国民春闘共闘委員会事務局長（全労連
事務局長）は、『憲法をまもりいかす「二つの
共同」と賃金底上げ―歴史の岐路の情勢で、
原点に立ちかえった“国民春闘”の推進を―』
と題して講演を行い、2016年は攻めの時だと訴
えました。
　５つの分散会では戦争法反対・ダブル選挙の
たたかい、職場と地域の結合などをテーマに話
し合われ、春闘勝利への決意を固め合いました。

挙
で
は
、
橋
下
維
新
政
治
を

終
わ
ら
せ
、
安
倍
内
閣
と
橋

下
維
新
に
よ
る
改
憲
タ
ッ
グ

を
阻
止
す
る
た
め
に
、
全
力

を
あ
げ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
は
、
残
念
な

が
ら
、
く
り
は
ら
貴
子
知
事

候
補
・
柳
本
あ
き
ら
市
長
候

▶ 「
戦
争
法
案
を
廃
案
に
！
お
お
さ
か
大
集
会
」８
月
30
日

▲ 「
市
民
に
よ
る
大
街
頭
宣
伝
」11
月
14
日

　
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
を

踏
み
に
じ
る
安
倍
政
権
へ
の

た
た
か
い
は
、「
総
か
が
り

運
動
」
と
し
て
共
同
が
前
進

し
て
い
ま
す
。
憲
法
違
反
の

閣
議
決
定
撤
回
、「
戦
争

『2016年国民春闘討論集会』開催

主
義
を
蔑
ろ
に
す
る
橋
下
維

新
政
治
の
本
質
を
知
ら
せ
る

と
り
く
み
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
安
倍
政
権
が
、
憲
法
と
民

主
主
義
を
踏
み
に
じ
っ
て
、

憲
法
違
反
の
閣
議
に
よ
る
解

釈
改
憲
、「
戦
争
法
」
を
強

行
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
多

く
の
国
民
が
怒
っ
て
い
ま

す
。
橋
下
維
新
政
治
に
対
す

る
怒
り
と
根
は
同
じ
も
の
で

す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
、
安
倍
政

権
と
橋
下
維
新
政
治
の
異
常

さ
が
、
国
民
と
の
矛
盾
を
激

化
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
た
た
か
い
を
通
じ

て
、
立
憲
主
義
と
は
何
な
の

か
、
民
主
主
義
と
は
何
な
の

か
、
そ
の
根
本
的
な
重
要
性

を
国
民
の
中
に
広
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、
憲
法
と
民
主

補
を
当
選
さ
せ
る
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

組
織
戦
で
も
、
共
同
で
も
、

「
住
民
投
票
」
で
培
っ
た
財

産
を
活
か
し
、
労
働
者
・
府

民
に
橋
下
維
新
政
治
の
異
常

さ
・
異
質
さ
を
知
ら
せ
る
大

　11月28日～29日、「2016年国
民春闘討論集会」が神戸市内で
開催され、16単産・８地区協か
ら70名が参加しました。

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
の
た
た
か
い
は
、
憲

法
と
民
主
主
義
、
地
方
自
治

を
取
り
戻
す
も
の
と
し
て
、

今
後
必
ず
活
か
さ
れ
る
べ

き
、
大
き
な
財
産
を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。

法
」
廃
止
に
全
力
を
あ
げ
、

憲
法
と
民
主
主
義
を
守
る
た

た
か
い
を
発
展
さ
せ
、
安
倍

政
権
打
倒
・
橋
下
維
新
政
治

打
破
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

安倍政権打倒・橋下維新政治打破！
戦争法を廃止し、賃上げと暮らし・雇用の安定を

ス
ロ
ー
ガ
ン
案


